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将来諒北千難広域水謀議の利用費一

事
現
骨
化
、
巾
市
水
滑
織
を
訓
刊
用
さ
れ

て
い
る
労
は
、
期
間
万
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戸
千
五
百

人
ほ
ど
明
、
宇
が
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ま
す
ま
す
地

総
し
つ
つ
あ
り
ま
す
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夏
季
は
、
特
に
ゆ
阜
の
油
開
織
が

は
げ
し
く
、
七
・
八
月
で
は
も

月
間
関
十
万
ト
ン
以
上
も
水
が
的
関

慰
さ
れ
る
た
め
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七
本
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体
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激
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下
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榊
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・
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澄
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ら
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俊
市
中
を
過
し
て
は
り
の
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る
泳
中
治
を
送
っ
て
い
た
ど
く
た

め
に
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明
和
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限
十
八
年
度
か
ら
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設
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独
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ご
し
ま
し
た
a

蜘
抑
留
は
院
内
線

祭
に
生
ま
れ
ま
し
た
が
‘
十
一
ニ

品摘の
J

時
市
長
兄
級
制
向
山
捕
が
お
出
円

で
脳
部
殺
を
隊
機
し
た
の
で
銭
円
品

肉
祭
に
身
を
務
せ
ま
し
た
。
そ

し
て
十
九
綴
丹
時
に
布
佐
へ
移

伎
L
て
き
ま
し
た

B

当
時
町
布
絵
・
骨
常
的
関
滋
は
、

毎
年
利
回
情
的
が
浴
滋
し
て
多
大

な
被
持
者
受
け
て
い
ま
し
た
。

き
ら
に
明
治
新
政
礎
的
対
校

時
叫
慾
「
イ
ン
フ
レ
・
デ
フ
レ
)

いいよ

9
約
締
は
急
騰
急
落
し
て
、

い
幽
開
館
に
襲
わ
れ
た
滋
℃
あ
る
。

食
綴
が
欠
足
し
た
総
合
的
終
的
R

は
死
以
外
に
な
〈

i
:
こ
れ
は

い
ま
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
入

ぷ
綬
緩
や
終
的
方
式
T
は
な
く
、

も
っ
と
滋
脅
な
方
式
が
繰
ら
れ

て
き
た
わ
け
で
島
る

i
i綬
%

の
所
に
も
よ
〈
即
時
む
鈴
断
詩
的

作
成
を
依
綴
に
梅
田
叫
が
、
訪
れ

た
と
い
う
感
例
を
よ
く
燃
か
き

れ
た
い
と
も
述
べ
て
い
ま
す
c

蜘
榊
附
聞
は
こ
う
し
た
体
験
が

よ
執
を
民
俗
学
的
研
究
に
嫌
い

た
一
つ
の
品
問
機
と
も
い
え
る
の

で
あ
っ
て
、
掛
慨
蹴
臨
を
絶
滅
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
持

が
、
私
を
こ
の
学
問
問
に
か
り
点

て
、
か
つ
農
商
務
申
告
に
入
ら
せ

あ
ぎ
と
を
譲
る
川
山

(
市
出
札
附
欄
さ
ん
滑
車
)

911 

布
佐
弁
明
騨
臨
属
男

鵜の積木
絞殺でさしあげます

@会場習意泉寺境内

(iNl~~f襲撃ま綴}

@寝耳寺 6R事自 {昌}

午後 1善寺から

@襲主幾 約 1，00古本
1人5本、先渡英翼

疑期発もいたします

詩書 ~t 菊花会

る
品
開
臨
時
に
も
な
コ
た
也

L

と間関

怨
し
て
い
ま
す
。
少
年
織
の
布

後
慢
お
出
叶
肉
体
験
は
以
後
約
機

図
的
人
生
と
悠
忽
や
や
問
に
大

き
な
U
W
胸
骨
を
与
え
た
と
い
っ
て

も
よ
い
と
忽
い
ま
す
。

附
附
間
関
附
吋
は
‘
綿
押
土
研
究
に

つ
い
て
次
円
搬
に
述
べ
て
い
ま

す
。
寸
山
制
点
研
究
的
努

4

殺
は

字
削
鵠
か
に
言
う
な
ら
ば
平
凶
践
的

退
去
を
知
る
ニ
と
℃
あ
る
e

本

民
的
今
ま
で
的
激
っ
て
来
た
助
賄

を
知
る
と
い
?
こ
と
は
、
我
々

平
氏
か
ら
世
間
之
ば
自
ら
知
る
こ

と
明
、
あ
り
、
す
な
b
ち
反
省
で

あ
る
‘
白



(3) 

〈重量の鐘〉
青
少
年
へ
の
う
る
お
い
に
、

あ
る
い
は
市
民
生
活
向
活
力
に

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
内

一
一
一
ヵ
所
に
、
か
愛
の
鐙
u

を
設

置
し
ま
す
。

朝
に
タ
に
き
わ
や
か
な
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
た
な
び
か
せ
、
潤
い

の
あ
る
ま
ち
づ
〈
り
の
な
か
に

人
間
性
再
発
見
を
見
い
出
し
た

い
も
の
で
す
。

曹
健
闘
陣
場
所

我
孫
子
第
四
小
学
校

我
孫
子
中
学
校

布
佐
小
学
校

甲
経
費

=
一
ヵ
所
で
約
四
百
万
円

軍
放
送
時
間

穴
月
十
日
か
ら
放
送

朝
・
・
目
午
前
六
時

タ
i
午
後
五
時
・
十
月
1
一一一月

午
後
六
時
・
四
月
i
九
月

夜
・
・
・
午
後
九
時
吋

曹
放
送
の
意
味

。
朝
の
放
送

1
皆
さ
ん
、
お
早

う
ご
ざ
い
ま
す
。

o
タ
の
放
送

1
皆
さ
ん
、
も
う

家
に
帰
り
ま
し
ょ
う
。

。
夜
の
放
送
!
皆
さ
ん
、
お
休

み
な
さ
い
。

軍
放
送
幽
目

朝
-
タ
・
夜
お
よ
び
四
季
ご

と
に
異
っ
た
、
青
少
年
内
情

操
に
ふ
さ
わ
し
い
曲
聞
を
流
し

ま
す
。

(
教
育
委
員
会
)

都
市
計
画
道
路
の

時
名
が
変
わ
り
ま
す

49. 6. 1 

都
市
計
画
法
的
改
正
に
伴
い

我
孫
子
市
都
市
計
画
道
路
町
呼

名
が
、
次
の
衰
の
と
お
り
変
わ

り
ま
し
た
。

衰
の
数
字
で
一
一
一
・
一
ニ
・
一
と

は
、
三
・
一
ニ
・
一
号
穏
と
呼
ぴ

3
i区
分

3
i規
模

1
i
一
連
番
号

と
な
り
ま
す
。

@
区
分
と
は

1
i自
動
車
専
用
道
路

3
:
幹
線
街
路
に
相
当
す
る

も
の

7

:区
画
街
路

8
・
・
特
殊
街
路
に
相
当
す
る

歩
行
者
専
用
道

9
i特
殊
街
路
に
相
当
す
る

自
転
車
道

@
規
模
と
は

1

j
幅
員
四
十
回
以
上
の
も

の

画宅量

亀岡軍声譲事

2
・
:
一
職
員
三
十

m
以
上
回
十

m
未
満
の
も
の

3
1幅
員
二
十
二

m
以上一一一

十

m
未
満
の
も
の

4
i一
組
員
十
六
回
以
上
二
十

二
回
未
満
の
も
の

5
・
:
繍
員
十
二
回
以
上
十
六

m
未
満
の
も
の

6
i錨
員
八

m
以
上
十
二

m

未
満
の
も
の

7
:
隠
貝
八

m
未
満
の
も
の

@
一
連
番
号
と
は

我
弘
子
市
内
の
都
市
計
画
区

域
ご
と
に
、
区
分
ご
と
の
一

連
番
号
を
つ
け
る
。

(
都
市
計
画
課
)

我
誠
子
市
民
車
球

大
会
を
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
町
で
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
o

v
期
日
六
月
十
六

日
(
臼
)

V

開
始
時
間
午
前

九
時

V

場
所
我
誠
子
市

中
央
公
民
館

甲
種
目
個
人
戦

男
子

i
学
生
、
一

空襲
千
葉
県
中
小
企
業
振
興
融
資

資
金
貸
付
要
綱
に
も
と
ず
き
、

昭
和
四
十
九
年
季
節
(
中
元
)

融
資
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま

l日番号

2・3・3
2・3・4

2・3・5
1・4、.1 
1・4、.2

名

根戸、手賀沼線

後畑、巻町内線

東我諸子、柴崎線

関東、後回線

下ヶ戸、高野山線

線tlt 

新番号 l'各 線 名 18番号

3・3・1 湖北駅南 口線 1・3・1

3・3・2 (鉛1日現憾~、子我、船橋孫、取子手樟線) 1・3・2

3・3・3 我孫子駅北口線 1・3・3

3・3・4 我孫子駅南口線 1・3・4

3・4・5 天王台駅前線 2・1・1

3・4・6 国道 6 号線 2・1・2

3.4・7 天王台駅北口線 2・1・3

3・4・8 湖北駅北口線 2・1・4

3・4・9 下ヶ戸、中塁線 2・1・5

3・4・10 青山、目秀線 2・2・1

3・4・11 部部、都部新回線 2・2・2

3・4・12 新木 訳前線 2・2目 3

3・4・13 布佐釈前線 2・2・4

3・4・14 手賀沼公園久寺家線 2・2・5

3・5・15 根戸新岡、布佐下線 2・3・1

3・5・16 我孫子、布佐椋 2・3・2

千購県知事決定

設
、
羽
年

女
子

i
一
般

V

申
込
先
鷲
見
公

雄
(
我
孫
子
一
三

四一

l
一
一
徒
話

八
二

l
e
一
六
六
一
)

ま
で

な
お
、
本
大
会
は

郡
民
体
育
大
会
内
選

考
会
を
兼
ね
て
行
な

い
ま
す
。

(
教
育
委
員
会
)

鮪

融

資

す
の
で
、
お
申
込
み
下
さ
い
。

甲
申
込
み
期
間
五
月
十
日
か

ら
七
月
末
日
ま
で

曹
申
ゐ
み
手
続
取
扱
金
融
俄

関
所
定
の
申
込
書
に
、
原
則

と
し
て
商
工
会
を
続
出
し
て

金
融
機
関
に
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

曹
取
扱
金
融
機
関
千
葉
銀
行

千
葉
相
互
銀
行
千
葉
興
業

銀
行
松
戸
信
用
金
庫
成

田
信
用
金
庫

曹
蝕
資
限
度
額
企
業
者
こ
百

万
円
以
内
組
合
五
百
万
円

以
内

甲
刺
市
中
信
用
保
証
協
会
保
証

付
融
資
の
場
合
は
、
年
八
・

五
%
、
そ
れ
以
外
は
、
年
八

・
七
五
%
。
た
だ
し
、
信
用

組
合
の
場
合
は
、
と
も
に

0

・
二
五
%
加
算
さ
れ
ま
す
。

マ
融
資
期
筒
磁
資
実
行
日
か

ら
図
作
月
以
内

く
わ
し
く
は
、
経
済
振
興
課

ま
た
は
、
我
孫
子
市
商
工
会
へ

臨

時

職

員

募

集

〈ブ
l
ル
嬰
員
〉

市
民
プ

i
ル
の
た
め
の
職
員
分
か
ら
午
後
五
時
一
ニ
十
分

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

wv
由
申
込
み
六
月
十
J

且
日
ま
で

曹
期
間
七
月
六
日
か
ら
十
四
に
履
歴
書
(
市
販
、
写
真
不

日
ま
で
の
土
・
日
限
日
及
び
要
)
持
参
の
う
え
教
育
委
貝

七
月
二
十
日
か
り
八
月
三
十
会
社
会
教
育
課
(
八
一
一
一

一
日
ま
で
の
毎
日
。
一
五
一
内
線
二
九
一
一
ご
へ

甲
場
所
手
賀
沼
公
関
脇
町
市
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合

民
プ

l
ル

は

、

書

類

選

考

と

し

ま

す

。

甲
職
種
・
人
員
・
資
格
・
日
当

。
毘
視
員
・
:
六
名
十
八
歳
以

上
の
男
子
で
五
」
百
米
以
上
泳

げ
る
者
二
千
四
百
円

。
整
環
貝
:
六
名
十
八
歳
以

上
内
男
女
二
千
百
同

い
ず
れ
も
交
通
費
を
含
む

wv
勤
務
時
刻
午
前
八
時
三
十

機
札
を
出
し
ま
し
ょ
う

郵
便
物
を
確
実
に
お
届
け
す

る
た
め
に
、
標
札
を
必
ず
出
し

ま
し
ょ
う
。

郵
便
受
箱
に
は
、
ご
家
族
の

お
名
前
も
忘
れ
ず
に
(
郵
便
局
)

勉
験
物
取
扱
者
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
受
験

希
望
者
は
、
消
時
間
本
部
予
防
係

E務省湖北
三~ まつり

f昔、 や湖北祭愛好会み

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
固

曹
獄
験
の
種
類
乙
種
第
一
類

乙
種
第
一
一
類
乙
種
第
一
ニ
類

乙
種
第
四
類
乙
種
第
五
頬

乙
種
第
六
頬

軍
隊
験
の

a時
昭
和
四
十
九

年
七
月
十
四
日
(
日
)

午
前
十
時
吋
か
ら
十
二
時
ま
で

甲
願
書
受
付
期
間
六
月
十
日

か
ら
六
月
十
呂
田
ま
で
。

毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で

甲
受
験
場
所
松
戸
市

曹
V

艶
験
資
格
六
ヵ
月
以
上
危

陪
間
物
取
扱
の
実
務
経
験
を
有

す
る
者

〈
わ
し
〈
は
、
消
防
本
部
予

防
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

回

戻

り

に

タ

月

ひ

か

り

得

づ

、

あ

り

根

本

幅

削

ハ

バ

ツ

慕

鳴

い

て

山

裳

町

長

時

か

り

き

羽

鳥

不

実

一

H
}

ー

帰

り

に

も

通

る

沼

辺

は

五

月

晴

渡

辺

沼

明

へ

，

け

¥

窓

あ

い

て

柏

町

昼

寝

や

栗

の

花

佐

藤

鳴

水

母

的

忌

の

母

の

面

影

浪

あ

じ

さ

い

大

谷

昌

子

す

評

染

谷

呆

筏

第
一
句
。
回
掻
き
ど
き
の
タ
月
。
一
日
が
了
る
祝
福
。

そ
れ
が
国
を
あ
が
る
帰
路
の
心
に
深
ま
る
。

第
五
旬
。
母
竺
間
影
を
し
の
ば
せ
る
機
あ
じ
き
い
。

文
芸
だ
よ
り
ぬ
問

展

我孫子市中央公民館

中庭

時 6月8日仕)・ 9日(日)

午前10時一午後4時

@連絡先教育委員会

社会教育課

※同時にさっき苗の911売会を行な

います。

きeつさ

場@会

@日

.d、.
3弐7

6月9日(日)

手賀沼沿

湖北駅南口

午前9時

探鳥会終了後総会を行ないます。

@ 場 所 香 取 神 社 ( 高 野 山 )

@時間午後1時から

蝿雨天の場合、探鳥会は中止で、

総会は午前9時からはヒめます。

鳥探

@ 日 時

@場所

@鏡合場所

惨 6月の納税司

市民税・ i韓民税の第1;賜分です

今月内出張徴収は、次のとお

り行ないますので、ご利用下き

し、。

@日時 6月初日(金)

午前9待~午後4時

@場所輿陽寺福祉センタ一

揖税は私たちの生活を明るく重量か

にするための源です。

雪
深
き
山
門
斜
面
的
小
部
落

総

務

先

生

ひ

と

世

を

過

し

向

高

野

党

太

朗

叩

@
上
の
句
町
た
し
か
な
把
握
が
下
旬
を
生
か
し
た
。

鈴
鹿
嶺
の
雪
に
錬
く
仰
ぎ
つ
つ

娘

住

む

町

内

釈

に

降

り

立

つ

中

沢

京

子

@
綾
綾
な
気
持
を
上
の
句
の
写
生
で
引
き
緊
め
た
。

幸
せ
は
己
の
手
に
て
掴
み
と
れ
と

翰

L
給

ひ

し

君

も

世

に

亡

く

小

池

千

代

@
世
に
亡
き
吋
君
し
は
学
校
時
代
向
先
生
か
。
俵
吟
。

我孫子盆栽クラブ
湖北盆栽会
我孫子植物愛好会

912 



ダーンレ市民カ告丹ニゑ柔道
撤去各け歩け滋童書=東武総統改札9持集会

曲市民事球大金属中央公然銭ホール 8時から8 
@ 

16父

気象記念日
電波の臼

写楽の日ごと
1 グ〉

内妙、、亀
E

，，

A
れ
れ
。

羽
生
生
J

~
月
月
以

持
問

3
山

l
h

年
年
帥

郎
容

a
v
-

m
4
4
3
 

タ
租
和
1

ン
昭
昭
弘

セ

/
t、冷

註
帥
附
日

制
撤
年
一

陣

育

問

践

鶴

仏

摘
出

と
叫
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